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はじめにはじめにはじめにはじめに

このドキュメントではMicrosoft Windows NTおよびWindows 95/98オペレーティング・
システム上で実行する Pro*COBOLプリコンパイラの初歩的な情報を提供します。次の項目
について説明します。

� 前提条件

� 対象読者

� このドキュメントの構成

� 規則

� ドキュメント・ライブラリ

� 関連ドキュメント
v



前提条件前提条件前提条件前提条件
このドキュメントでは読者が次のことに精通していることを前提にしています。

� Windows NTおよびWindows 95/98環境で COBOLコンパイラを使用できる。

� ファイルの削除やコピーなどWindows NTおよびWindows 95/98のコマンドを理解し
ている。

� 検索パス、構成ファイル、ディレクトリ構造などの概念を理解している。

� テキスト・エディタを使用してテキスト・ファイルを変更できる。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このドキュメントはWindows用の Pro*COBOLリリース 8.1.6または 1.8.51のユーザーを対
象としています。

このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成このドキュメントの構成
このドキュメントは次のように構成されています。

第第第第 1章「章「章「章「Pro*COBOLの概要」の概要」の概要」の概要」
Windows NTおよびWindows 95/98オペレーティング・システムで実行される
COBOL言語の Oracleプログラム・インタフェースについて説明します。

第第第第 2章「章「章「章「Pro*COBOLアプリケーションの作成」アプリケーションの作成」アプリケーションの作成」アプリケーションの作成」
Windows用 Pro*COBOLリリース 8.1.6および 1.8.51を使用した Oracleデータベース・
アプリケーションの作成の概要を説明します。

規則規則規則規則
このドキュメントで使用される表記規則は次のとおりです。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味

大文字 SQL> ALTER DATABASE コマンド名、SQL予約語、キーワードを示しま
す。

イタリック 変数を示すために使用

filename

入力が必要な値を示します。たとえば、コマン
ドで filenameを入力するように要求された場合、
ファイルの実際の名前を入力します。
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大カッコ [ ] x:¥[pathname]¥oracle¥home_name オプション項目を示します。たとえば、OFA準
拠の Oracleホーム・ディレクトリ作成する場
合、¥oracleパス名の前にパス名をオプションと
して指定できます。

大カッコはファンクション・キーも表します。
たとえば [Enter]です。

C:¥> C:¥ORACLE> Windowsプラットフォームの現行のハード・
ディスク・ドライブのコマンド・プロンプトを
示します。プロンプトは異なることがあり、現
在作業しているサブディレクトリが反映される
こともあります。このドキュメントでは
"MS-DOSコマンド・プロンプト "として参照さ
れます。

ディレクトリ名の前の
円記号（¥）

¥bin ディレクトリがルート・ディレクトリのサブ
ディレクトリであることを示します。

oracle_homeおよび
oracle_base

oracle_base¥oracle_home¥binディレクトリ
に移動します。

この Optimal Flexible Architecture（OFA）に準
拠したリリースでは、すべてのサブディレクト
リは最上位の oracle_homeディレクトリの下には
ありません。新しい最上位ディレクトリの名前
は oracle_baseで、このディレクトリのデフォル
トは c:¥oracleです。Oracleホーム・ディレクト
リは oracle_baseの下にあります。

Oracle8i リリース 8.1.6を他の Oracleソフトウェ
アがインストールされていないコンピュータに
インストールする場合、最初の Oracleホーム・
ディレクトリのデフォルト設定は
c:¥oracle¥ora81です。Oracle Universal Installer
を再度実行してリリース 8.2.xをインストールす
る場合、2番目の Oracleホーム・ディレクトリ
は ¥ora82です。

このドキュメントで例として使用されている
ディレクトリ・パスは、すべて OFAに準拠して
います。 OFAの詳細は『Oracle8i Windows NT 
管理者ガイド』を参照してください。

HOME_NAME OracleHOME_NAMETNSListener Oracleホーム名を示します。ホーム名は英数字
16文字までです。ホーム名で使用できる特殊文
字はアンダースコアのみです。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
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HOMEID HOME0、HOME1、HOME2 製品をインストールする各 Oracleホーム・ディ
レクトリの一意なレジストリ・サブキーを示し
ます。あるコンピュータ上の異なる Oracleホー
ム・ディレクトリに製品をインストールするた
びに、新しい HOMEIDが作成されて増加しま
す。各 HOMEIDには、インストールされた
Oracle製品固有の構成パラメータが含まれます。

記号 ピリオド .

カンマ ,

ハイフン -

セミコロン ;

コロン :

等号 =

円記号 ¥

一重引用符 '

二重引用符 "

丸カッコ ()

大カッコと垂直バー以外のコマンド内の記号は
表記どおりに入力する必要があります。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味
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ドキュメント・ライブラリドキュメント・ライブラリドキュメント・ライブラリドキュメント・ライブラリ
このドキュメントは Oracleドキュメント・ライブラリの 1つです。Oracleドキュメント・
ライブラリは次の 2種類のドキュメントで構成されています。   

ドキュメントの種類ドキュメントの種類ドキュメントの種類ドキュメントの種類 説明説明説明説明

オペレーティング・システム固有 Windows NTまたはWindows 95/98環境での Oracle製品のインストール、
構成および使用。オペレーティング・システム固有のドキュメントは共通ド
キュメント・セットを参照することがあります。これらのドキュメントのタ
イトルには固有のオペレーティング・システム名が必ず含まれているため簡
単に識別できます。

共通 すべてのオペレーティング・システム・プラットフォームに共通する Oracle
データベース、Oracleネットワークおよびアプリケーション・プログラミン
グ・インタフェース情報を説明。ドキュメント・セットの大部分のドキュメ
ントはこのカテゴリに分類されます。共通ドキュメント・セットの記述の中
には、Windows NTまたはWindows 95/98オペレーティング・システムに
固有の手順の実行方法は使用するプラットフォーム（オペレーティング・シ
ステム）のドキュメントを参照するよう指示している場合があります。

共通ドキュメントの参照先が使用するオペレーティング・システムのドキュ
メントのどこにあるかを簡単に特定するには、このドキュメントの索引で次
の項目を探してください。

共通ドキュメントの参照先

このドキュメントで説明している共通ドキュメントの参照先がすべてこの索
引項目の下に示されます。
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関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は次のドキュメントを参照してください。

� 『Oracle8i for Windows NT インストレーション・ガイド』

� 『Oracle8i for Windows NT リリース・ノート』

� 『Oracle8i Windows NT 管理者ガイド』

� 『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』

� 『Oracle8i Net8管理者ガイド』

� 『Oracle8i Parallel Server概要』

� 『Oracle8i Parallel Server for Windows NT 管理者ガイド』

� 『Oracle8i リファレンス・マニュアル』

� 『Oracle8iエラー・メッセージ』

� 『Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド』 
x



Pro*COBOLの
1

Pro*COBOLの概要の概要の概要の概要

この章ではWindowsオペレーティング・システムで実行される COBOL言語の Oracleプロ
グラム・インタフェースについて説明します。次の項目について説明します。

� Pro*COBOLの概要

� リリース 1.8.51

� サポートしているコンパイラ

� 機能

� 制限事項

� ディレクトリ構造

追加情報追加情報追加情報追加情報 : このトピックの詳細は『Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイ
ラ・プログラマーズ・ガイド』を参照してください。
概要 1-1



Pro*COBOLの概要
Pro*COBOLの概要の概要の概要の概要
Oracleデータベースにアクセスするには SQLという高水準の照会言語を使用します。通常
は SQL*Plusなどの対話形式インタフェースを介して SQLを使用します。

Pro*COBOLは COBOLプログラムに SQL文を埋め込むことができるプログラミング・ツー
ルです。Pro*COBOLプリコンパイラにより COBOLプログラム内の SQL文は標準 Oracle
ランタイム・ライブラリ・コールに変換されます。生成された出力ファイルは通常の方法で
コンパイル、リンクおよび実行できます。

迅速な開発と他のシステムとの互換性が優先される場合、Pro*COBOLプリコンパイラを使
用します。

リリースリリースリリースリリース 1.8.51
Pro*COBOLリリース 1.8.x用に作成されたアプリケーションであれば Pro*COBOLリリース
8.1.6で問題なくプリコンパイルできます。しかしベンダーの拡張要素によってはリリース
1.8.xからリリース 8.1.6に移行するときに受け入れられないものがあり、アプリケーション
が正常にプリコンパイルできないものもあります。

リリース 1.8.xアプリケーションを Pro*COBOLバージョン 8の新機能を使用せずに単にリ
リース 8.1.6に移行する場合にアプリケーションが正常にプリコンパイルされないときは、
次のことを実行してください。

� リリース 1.8.51を使用する。

� 問題点をオラクル社カスタマ・サポート・センターに報告する。

サポートしているコンパイラサポートしているコンパイラサポートしているコンパイラサポートしているコンパイラ
Pro*COBOLでは次のコンパイラをサポートしています。

� 富士通 COBOL 97 V40以降

注意注意注意注意 : Pro*COBOLリリース 1.8.51をインストールするには、Oracleプ
ログラマ製品をインストールするときにカスタム・インストールが必要で
す。

注意注意注意注意 : 新しいアプリケーションの開発にはリリース 8.1.6の使用をお薦め
します。
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制限事項
� MERANT Micro Focus NetExpress 3.0J for Windows 32bit

機能機能機能機能
Pro*COBOLでは次の機能をサポートしています。

� Oracleデータベース リリース 8.1.x

� 埋込み PL/SQLブロック

� まとまったデータベース・コール。これはクライアント /サーバー環境でより高いパ
フォーマンスを提供します。

� 埋込み SQLプログラムの ANSI完全準拠

� PL/SQLストアド・プロシージャのコール

制限事項制限事項制限事項制限事項
Pro*COBOLでは次の機能はサポートしていません。

� ユーザー・イグジット

� Oracle Call Interfaceへのアクセス

� Oracle8iオブジェクト型

� グラフィカル・ユーザー・インタフェース

� 16ビット・コードの生成

注意注意注意注意 : Pro*COBOLでは次の富士通 COBOL拡張要素をサポートしていま
せん。

� データ記述項目内の USAGE BIT句

� データ記述項目内の CHARACTER TYPE句

� データ記述項目内の PRINTING POSITION句

� @OPTIONSコンパイラ指示文

� 列 73以降にコード化されたリテラル

注意注意注意注意 : Pro*COBOLではコンパイラのオブジェクト指向 COBOL
（OOCOBOL）仕様をサポートしていません。
Pro*COBOLの概要 1-3



ディレクトリ構造
ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造
Pro*COBOLをインストールするとき Oracle Universal Installerにより oracle_base¥oracle_
homeディレクトリに ¥precompという名前のディレクトリが作成されます。

¥precompディレクトリは、次のディレクトリで構成されています。

ヘッダー・ファイルヘッダー・ファイルヘッダー・ファイルヘッダー・ファイル
oracle_base¥oracle_home¥precomp¥publicディレクトリには、Pro*COBOLヘッダー・ファイ
ルが格納されています。

注意注意注意注意 : ¥precompディレクトリには、Pro*C/C++など他の製品用のファ
イルが格納されている場合があります。

ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 内容内容内容内容

¥admin 構成ファイル

¥demo¥procob2 Pro*COBOL 8.1.6のサンプル・プログラム

¥demo¥procob Pro*COBOL 1.8.51のサンプル・プログラム

¥demo¥sql サンプル・プログラムの SQLスクリプト

¥doc¥procob2 Pro*COBOL 8.1.6の READMEファイル

¥doc¥procob Pro*COBOL 1.8.51の READMEファイル

¥lib ライブラリ・ファイル

¥mesg メッセージ・ファイル

¥public ヘッダー・ファイル

ヘッダー・ファイルヘッダー・ファイルヘッダー・ファイルヘッダー・ファイル 説明説明説明説明

oraca.cob ランタイム・エラーを診断したりプログラムによる様々な Oracleリソー
スの使用状況をモニターするのに役立つ Oracle通信領域（ORACA）が含
まれています。

oraca5.cob ORACA5は ORACAの COMP-5バージョンです。

sqlca.cob ランタイム・エラーの診断に役立つ SQL通信領域（SQLCA）が含まれて
います。SQLCAは実行可能な SQL文が実行されるたびに更新されます。

sqlca5.cob SQLCA5は SQLCAの COMP-5バージョンです。
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ディレクトリ構造
ライブラリ・ファイルライブラリ・ファイルライブラリ・ファイルライブラリ・ファイル
oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥libディレクトリには Pro*COBOLアプリケーションのリ
ンク時に使用するライブラリ・ファイルが格納されています。ライブラリ・ファイルの名前
は orasql8.libです。

sqlda.cob 動的 SQLのメソッド 4を使用するプログラムに必要なデータ構造である
SQL記述子領域（SQLDA）が含まれています。

sqlda5.cob SQLDA5は SQLDAの COMP-5バージョンです。

ヘッダー・ファイルヘッダー・ファイルヘッダー・ファイルヘッダー・ファイル 説明説明説明説明
Pro*COBOLの概要 1-5



ディレクトリ構造
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Pro*COBOLアプリケーションの
2

Pro*COBOLアプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成

この章ではWindowsプラットフォーム用 Pro*COBOLリリース 8.1.6および 1.8.51を使用し
た Oracleデータベース・アプリケーションの作成の概要を説明します。次の項目について
説明します。

� Pro*COBOLアプリケーションのプリコンパイル

� Pro*COBOLアプリケーションのコンパイルおよびリンク

� サンプル・プログラム

注意注意注意注意 : 画面バッファ・サイズとウィンドウ・サイズのデフォルトの設定
値を使用して、MS-DOSコマンド・プロンプト・セッションで
Pro*COBOLアプリケーションを作成および実行します。これらの設定に
より Pro*COBOLアプリケーションが正常に実行されます。
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Pro*COBOLアプリケーションのプリコンパイル
Pro*COBOLアプリケーションのプリコンパイルアプリケーションのプリコンパイルアプリケーションのプリコンパイルアプリケーションのプリコンパイル
この項では Pro*COBOLアプリケーションのプリコンパイルの基本を説明します。

Pro*COBOLコマンドコマンドコマンドコマンド
ファイルをプリコンパイルするには次のコマンドのうちの 1つを使用します。

拡張子を省略した場合、Pro*COBOLにより filename.pcoがデフォルトで開かれます。
ONAMEオプションを指定しない場合、Pro*COBOLにより filename.cblという名前のファイ
ルが生成されます。

プリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプション
プリコンパイル時に多くの有用なオプションが使用可能です。次を判断するためのオプショ
ンが含まれています。

� リソースの使用

� エラーのレポート

� 入力および出力の書式化

� カーソルの管理

使用可能なオプションの表示使用可能なオプションの表示使用可能なオプションの表示使用可能なオプションの表示
使用可能なオプションのリストおよびそのオプションのデフォルト値を表示するには、
MS-DOSコマンド・プロンプトで次を入力します。

C:¥> procob

オプションのデフォルトおよびその値の制限（ある場合）を表示するには、MS-DOSコマン
ド・プロンプトで次を入力します。

C:¥> procob /?

追加情報追加情報追加情報追加情報 : Pro*COBOLのコマンド、プリコンパイラ・オプションおよび
構成ファイルの詳細は『Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラ
マーズ・ガイド』を参照してください。

使用コマンド使用コマンド使用コマンド使用コマンド Pro*COBOLのリリース番号のリリース番号のリリース番号のリリース番号

PROCOB filename 8.1.6

PROCOB18 filename 1.8.51
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Pro*COBOLアプリケーションのプリコンパイル
構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル
コマンド行に入力されたオプションを処理する前に Pro*COBOLによってオプションの構成
ファイルが読み込まれます。

� リリース 8.1.6では構成ファイルの名前は pcbcfg.cfgです。このファイルは oracle_
base¥oracle_home ¥precomp¥adminディレクトリにあります。

� リリース 1.8.51では構成ファイルの名前は pcccob.cfgです。このファイルは oracle_
base¥oracle_home¥precomp¥adminディレクトリにあります。

構成ファイルには次の 2つのオプションがあります。

� comp5= yes | no

� include=oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥public 

次の表をチェックして comp5の値を変更する必要があるかどうか判断します。

INCLUDEオプションによりコマンド行に明示的に INCLUDE=オプションを指定せずに、
提供された oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥publicディレクトリ内の .COBファイルを挿入
できます。

富士通富士通富士通富士通 COBOL を使用している場合を使用している場合を使用している場合を使用している場合 Micro Focus COBOLを使用している場合を使用している場合を使用している場合を使用している場合

comp5は yes（comp5=yes）に設定してください。

� COMPデータ項目（ホスト変数に指定可能な項目）
はすべて COMP-5に変換されます。

� プリコンパイラにより生成されるデータ項目はすべ
て COMP-5と宣言されます。

comp5の設定は yes（comp5=yes）か no（comp5=no）
を選択できます。

comp5=yesの場合 :

� COMPデータ項目（ホスト変数に指定可能な項目）
はすべて COMP-5に変換されます。

� プリコンパイラにより生成されるデータ項目はすべ
て COMP-5と宣言されます。

comp5=noの場合 :

� プリコンパイラは COMP-5のホスト変数を無視し
ます。

� プリコンパイルされたファイルは通常、Intelプ
ラットフォームでは実行できません。

対応策対応策対応策対応策 : コンパイルを行うときに次のMicro Focus 
COBOLコンパイラ・ディレクティブを使用します。

MAKESYN "COMP-5" = "COMP"

この文の指示によりコンパイラは COMP項目を
COMP-5項目として処理します。
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Pro*COBOLアプリケーションのコンパイルおよびリンク
富士通富士通富士通富士通 COBOLのののの MAXLITERAL オプションオプションオプションオプション
富士通 COBOLコンパイラを使用するのであれば、MAXLITERALオプションを 160に設定
します。富士通 COBOLコンパイラは 160文字より長い文字列リテラルは処理できません。
このオプションは構成ファイルとコマンド行のいずれにも指定できます。MAXLITERALオ
プションのデフォルト値は 256です。

埋込み埋込み埋込み埋込み PL/SQLの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
埋込み PL/SQLブロックを使用するのであれば次の手順を実行します。

1. プリコンパイルのコマンド行に SQLCHECKオプションおよび接続のための USERID文
字列を入力します。

2. SQLCHECK=FULLオプションを指定して埋込み SQL文および PL/SQLブロックの構
文と意味をチェックします。

Pro*COBOLアプリケーションのコンパイルおよびリンクアプリケーションのコンパイルおよびリンクアプリケーションのコンパイルおよびリンクアプリケーションのコンパイルおよびリンク
この項では次のコンパイラを使用した Pro*COBOLアプリケーションのコンパイルおよびリ
ンク方法を説明します。

� 富士通コンパイラ

� Micro Focusコンパイラ

富士通コンパイラ富士通コンパイラ富士通コンパイラ富士通コンパイラ
富士通 COBOLアプリケーションを作成および実行するには次の 2つの方法があります。

� 富士通 COBOLプロジェクトマネージャの使用方法

� COBOL32および LINKコマンドの使用方法

富士通富士通富士通富士通 COBOLプロジェクトマネージャの使用方法プロジェクトマネージャの使用方法プロジェクトマネージャの使用方法プロジェクトマネージャの使用方法
Pro*COBOLによって生成されたプログラムは富士通 COBOLプロジェクトマネージャの中
からコンパイルおよび実行できます。

Oracleライブラリ内のルーチンをコールするときに矛盾が生じないように、"COMP5=YES"
オプションを使用してください。COBOL BINARY/COMPデータの 2進数はビッグ・エン
ディアン形式で格納されるため、この手順が必要です。Oracleライブラリでは 2進数はリト
ル・エンディアン形式（マシン形式）で格納されているものと判断されます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : コマンド行に入力する文字列の例は『Oracle8i Pro*COBOLプ
リコンパイラ・プログラマーズ・ガイド』を参照するか PL/SQL MAKE
ファイルを見直してください。
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Pro*COBOLアプリケーションのコンパイルおよびリンク
対話形式デバッガWINSVDを使用してアプリケーションをデバッグするには、COBOLア
プリケーションをコンパイルするときにコンパイラ・オプション TESTを選択する必要があ
ります。

「ビルド /リビルド」をクリックすると COBOLプロジェクトマネージャが実行可能ファイ
ルおよびWINSVDデバッグ情報を生成します。

アプリケーションの作成後に対話形式デバッガWINSVDを使用してアプリケーションをデ
バッグできます。WINSVDを起動するには COBOLプロジェクトマネージャの「ツール」
メニューから「WINSVD」を選択します。

COBOL32およびおよびおよびおよび LINKコマンドの使用方法コマンドの使用方法コマンドの使用方法コマンドの使用方法
リリース 1.8.6では次のコマンドを使用して実行可能ファイルを作成します。

COBOL32 -M sample1.cbl
LINK sample1.obj f3bicimp.lib libc.lib kernel32.lib user32.lib
/out:sample1.exe oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib

リリース 1.8.51では次のコマンドを使用して実行可能ファイルを作成します。

COBOL32 -M sample1.cbl
LINK sample1.obj f3bicimp.lib libc.lib kernel32.lib user32.lib
/out:sample1.exe oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib

このコマンドにより sample1.exeが作成されます。このファイルは他のWindows NTお
よびWindows 95/98用プログラムと同様に実行できます。

リリース 1.8.6では次のコマンドを使用してデバッグ用の実行可能ファイルを作成できます。

COBOL32 -M -Dt sample1.cbl
LINK sample1.obj f3bicimp.lib libc.lib kernel32.lib user32.lib
/out:sample1.exe oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib 
/DEBUG /DEBUGTYPE:COFF

リリース 1.8.51では次のコマンドを使用してデバッグ用の実行可能ファイルを作成できま
す。

COBOL32 -M -Dt sample1.cbl
LINK sample1.obj f3bicimp.lib libc.lib kernel32.lib user32.lib
/out:sample1.exe oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib 
/DEBUG /DEBUGTYPE:COFF

これらのコマンドにより sample1.exeとWINSVDデバッグ情報が生成されます。富士通
COBOLアプリケーションは対話形式デバッガWINSVDを使用してデバッグできます。
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Pro*COBOLアプリケーションのコンパイルおよびリンク
Micro Focusコンパイラコンパイラコンパイラコンパイラ
Micro Focus COBOLアプリケーションを作成および実行するには次の 2つの方法がありま
す。

� IDEの使用方法（NetExpressのみを使用）

� Animatorの使用方法（NetExpress以外の製品）

� COBOLおよび CBLLINKコマンドの使用方法（すべての製品）

� COBSQLの使用方法

いずれの場合も次の点を利用するために COBSQLユーティリティを使用します。

� Pro*COBOLはMicro Focusコンパイラによって実行され、別のステップとして実行され
る必要がありません。

� アニメーションは Pro*COBOLによって生成された .cblファイルではなく .pcoソース
ファイルを使用して行われます。

� MAKEYSYNディレクティブは自動的に提供され手動で指定する必要がありません。

IDEの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
Pro*COBOLによって生成されたプログラムはMicro Focus NetExpress IDEの中からコンパ
イルおよび実行できます。Pro*COBOLによって生成された .cblファイルを単にNet Express
プロジェクトに追加します。Oracleライブラリのルーチンをコールするときに矛盾が生じな
いように次のディレクティブを使用してプログラムをコンパイルします。

MAKESYN "COMP-5" = "COMP"

このディレクティブはソース・ファイルの作成設定またはプロジェクト設定の中、あるいは
ソース・ファイルの先頭の $SET行で指定できます。「リビルド」または「すべてリビルド」
を選択すると、IDEによって「実行」または「アニメート」ができる実行可能ファイルが生
成されます。

Animatorの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
Micro Focus COBOLのデバッガである Animator V2を使用してプログラムのコンパイルお
よび実行が可能です。

Oracleライブラリのルーチンをコールするときに矛盾が生じないようにメニュー・オプショ
ンの「コンパイラ指令」を選択し、次のように入力します。

MAKESYN "COMP-5" = "COMP"

Micro Focus COBOLは 2進数をビッグ・エンディアン形式で格納するためこの手順が必要
です。Oracleライブラリでは、2進数はリトル・エンディアン形式（マシン形式）で格納さ
れているものと判断されます。
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Pro*COBOLアプリケーションのコンパイルおよびリンク
COBOLおよびおよびおよびおよび CBLLINKコマンドの使用方法コマンドの使用方法コマンドの使用方法コマンドの使用方法
プログラムを作成する場合、COBOLおよび CBLLINKは Pro*COBOLランタイムが静的に
リンクされるか実行時に DLLを通してアクセスされるかによって 2通りの方法で使用され
ます。

動的リンクの場合のコマンドは次のとおりです。

 COBOL sample1 /MAKESYN"COMP-5"="COMP";
 CBLLINK sample1

 Pro*COBOL 8.1.6の静的リンクの場合のコマンドは次のとおりです。

 COBOL sample1 /LITLINK /MAKESYN"COMP-5"="COMP";
 CBLLINK sample1 oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib

 Pro*COBOL 8.1.51の静的リンクの場合のコマンドは次のとおりです。

 COBOL sample1 /LITLINK /MAKESYN"COMP-5"="COMP";
 CBLLINK sample1 oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib

上述のコマンドにより sample1.exeが作成されます。このファイルは他のWindows NT
およびWindows 95/98用プログラムと同様に実行できます。

COBSQLの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
COBSQLを使用するとプリプロセスとデバッグを単純にすることができます。COBSQLを
使用するには COBOLコンパイラに次のディレクティブを指定します。

PREPROCESS(COBSQL) COBSQLTYPE=ORACLE8 ENDP

 または次の短い形式を指定します。

P(COBSQL) CSQLT=ORA8 ENDP

Pro*COBOLのリリース 8.0よりも前のバージョンの場合、COBSQLTYPEは ORACLEまた
は ORAに設定します。ディレクティブはソース・ファイルの先頭の $SET行、COBOLコマ
ンド行、プログラム作成の設定または NetExpressのプロジェクト設定か、Animatorの SQL
コンパイラ・ディレクティブ設定によって設定できます。コンパイル時に COBSQLは
Pro*COBOLをバックグラウンド・タスクとして実行し、Animatorによってその出力が .cbl
ファイルではなく .pcoファイルを使用して実行を追跡するために必要な追加情報と一緒に
COBOLコンパイラに渡されます。

COBSQLを使用しているときは .cblファイルを直接扱う必要はありません。かわりに .pco
ファイルを NetExpressプロジェクトに追加するか Animatorで開きます。

注意注意注意注意 : Pro*COBOLと同じシステムにMicro Focus COBOLがインストー
ルされていない場合、ファイルは正常に実行できません。
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サンプル・プログラム
サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム
Oracleデータベース機能が付いた Pro*COBOLの使用方法を示すためにサンプル・プログラ
ムが提供されています。サンプル・プログラムのリストは 2-9ページの「サンプル・ファイ
ル」を参照してください。

この項ではサンプル・プログラムを作成するための基本的なプリコンパイル、コンパイルお
よびリンクのコマンドを説明します。また Pro*COBOLのサンプル・プログラム実行に必要
な準備についても説明します。

デモ表の作成デモ表の作成デモ表の作成デモ表の作成
Pro*COBOLサンプル・プログラムを実行するにはユーザー名が SCOTTでパスワードが
TIGERのデータベース・アカウントが必要です。データベースにこのアカウントがない場合
は、アカウントを作成してからサンプル・プログラムを実行してください。

SCOTTアカウントには EMP表と DEPT表が含まれている必要があります。SCOTTアカウ
ントにこれらの表がない場合は demobld.sqlスクリプトを使用して作成してください。

demobld.sqlスクリプトを実行する手順は次のとおりです。スクリプトを実行する手順は次のとおりです。スクリプトを実行する手順は次のとおりです。スクリプトを実行する手順は次のとおりです。
1. SQL*Plusを起動します。

2. ユーザー名 SCOTT、パスワード TIGERでデータベースに接続します。

3. demobld.sqlスクリプトを実行します。たとえば次のとおりです。

SQL> @ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥SQLPLUS¥DEMO¥DEMOBLD.SQL

サンプル・プログラムの作成サンプル・プログラムの作成サンプル・プログラムの作成サンプル・プログラムの作成
サンプル・ファイルを作成するための Pro*COBOLのバッチ・ファイルが提供されていま
す。

� 富士通 COBOLの場合、fjmakeit.bat

� Micro Focus COBOLの場合、makeit.bat

リリース 8.1.6の場合、バッチ・ファイルは oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥demo¥
procobにあります。リリース 1.8.51の場合、ファイルは oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥
demo¥procob2にあります。

サンプル・プログラムを作成するには任意のサンプル・ファイルを指定してバッチ・ファイ
ルを実行します。ファイル拡張子は入力しないでください。入力例は次のとおりです。 

C:¥ORACLE¥ORA81¥PRECOMP¥DEMO¥PROCOB2> fjmakeit sample1
C:¥ORACLE¥ORA81¥PRECOMP¥DEMO¥PROCOB2> makeit sample1
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サンプル・プログラムを作成しているときにエラーが発生した場合は、すべてのパスとファ
イル名がシステム構成と一致していることを確認してください。サンプル・プログラムを実
行するコマンドは次のディレクトリが現行の作業ディレクトリであると想定しています。

� リリース 8.1.6の場合、oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥demo¥procob2ディレクトリ

� リリース 1.8.51の場合、oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥demo¥procobディレクトリ

必要であればシステム構成に合せてサンプル・リンク・スクリプトを変更します。詳細は
2-4ページの「Pro*COBOLアプリケーションのコンパイルおよびリンク」を参照してくださ
い。

富士通コンパイラ富士通コンパイラ富士通コンパイラ富士通コンパイラ
リリース 8.1.6の fjmakeit.batには次の内容が含まれています。

procob  iname=%1.pco ireclen=132 maxliteral=160
cobol32 -M %1.cbl
link %1.obj f3bicimp.lib libc.lib kernel32.lib user32.lib
/out:%1.exe oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib

リリース 1.8.51のバッチ・ファイルには次の内容が含まれています。

procob18 iname=%1.pco ireclen=132 maxliteral=160 
cobol32 -M %1.cbl
link %1.obj f3bicimp.lib libc.lib kernel32.lib user32.lib
/out:%1.exe oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib

Micro Focusコンパイラコンパイラコンパイラコンパイラ
リリース 8.1.6のmakeit.batには次の内容が含まれています。

procob iname=%1.pco ireclen=132 
cobol %1 /anim /litlink makesyn "COMP-5" = "COMP"; 
cbllink %1 /M%1 oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib

リリース 1.8.51のバッチ・ファイルには次の内容が含まれています。

procob18 iname=%1.pco ireclen=132
cobol %1 /ganim /litlink makesyn "COMP-5" = "COMP";
cbllink %1 /M%1 oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥lib¥orasql8.lib

サンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイルサンプル・ファイル
表 2-1「Pro*COBOLサンプル・プログラム」にリストされている Pro*COBOLのサンプル・
ファイルは、oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥demo¥procob2ディレクトリ（リリース 8.1.6
の場合）または oracle_base¥oracle_home ¥precomp¥demo¥procobディレクトリ（リリース
1.8.51の場合）、あるいは両方のディレクトリにあります。SQLスクリプトは oracle_base¥
oracle_home ¥precomp¥demo¥sqlディレクトリにあります。
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サンプル・プログラム
表表表表 2-1  Pro*COBOLサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 説明説明説明説明

sample1.pco 単純な問合せ

sample2.pco カーソル操作

sample3.pco ホスト表

sample4.pco データ型の同等性確認

sample6.pco 動的 SQLメソッド 1

sample7.pco 動的 SQLメソッド 2

sample8.pco 動的 SQLメソッド 3

sample9.pco
calldemo.sql

ストアド・プロシージャ・コール

sample10.pco 動的 SQLメソッド 4

sample11.pco 
sample11.sql

カーソル変数操作

sample12.pco ANSI動的 SQLを使用する動的 SQLメソッド 4

sample13.pco ネストしたプログラム

sampleco.pco 単純な問合せと挿入

sample14.pco ホスト表 x（リリース 8.1.6のみ）

lobdemo1.pco LOBデータ型（リリース 8.1.6のみ）

lobdemo1.sql LOBデータ型（リリース 8.1.6のみ）
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